
南
信
州
地
域
資
料
セ

ン
タ
ー
に
、
箕
瀬
の
よ

し
わ
産
業
さ
ん
よ
り
、

沢
山
の
資
料
が
寄
贈
さ

れ
た
。
そ
の
中
か
ら
、

百
点
を
超
え
る
旧
派

（
月
並
派
）
の
俳
句
資

料
が
見
つ
か
っ
た
。
多

く
は
大
正
時
代
の
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
時
期

の
旧
派
俳
句
会
に
つ
い

て
は
、
わ
か
っ
て
い
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
、

貴
重
な
研
究
資
料
に
な

る
だ
ろ
う
。
今
後
の
研

究
の
可
能
性
や
、
大
正

期
に
俳
句
を
楽
し
ん
で

い
た
人
々
の
姿
な
ど
を

紹
介
し
た
い
。

資
料
紹
介
の
前
に
、

「
旧
派
俳
句
会
」
と
い

う
言
葉
に
つ
い
て
触
れ

て
お
き
た
い
。「
旧
派
」

と
い
う
言
葉
は
、
正
岡

子
規
ら
、
新
派
側
が
攻

撃
の
た
め
に
付
け
た
名

称
で
あ
る
。
当
然
、
旧

派
側
で
は
、
自
分
た
ち

を
「
古
い
派
」
と
は
思

っ
て
い
な
い
。
宗
匠
と

呼
ば
れ
る
俳
句
師
匠
た

ち
は
、
伝
統
を
守
り
、

由
緒
正
し
い
の
は
我
々

で
あ
る
と
、自
ら
を「
正

風
」
と
呼
ん
で
い
た
。

今
回
の
資
料
に
も
「
正

風
」
の
言
葉
が
見
ら
れ

た
。
ま
た
、「
俳
句
」
と

い
う
言
葉
も
、
新
派
側

の
言
葉
で
あ
り
、
旧
派

側
は
「
俳
諧
」
を
使
っ

て
い
た
。し
か
し
、こ
こ

で
は
現
在
、
通
常
に
使

わ
れ
て
い
る「
旧
派
」

「
俳
句
」と
い
う
言
葉
を

使
わ
せ
て
い
た
だ
く
。

今
回
、
ま
ず
行
っ
た

こ
と
は
、
数
々
の
資
料

が
混
在
し
て
い
た
の

で
、
で
き
る
だ
け
俳
句

会
毎
に
分
類
を
し
た
。

す
る
と
十
を
超
え
る
俳

句
会
資
料
が
存
在
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ

の
中
で
多
か
っ
た
俳
句

会
は
、
�
「
伊
賀
良
俳

友
会
」
と
書
か
れ
た
も

の
や
同
会
の
印
章
が
押

さ
れ
て
い
た
も
の
２２

点
。
�
瓢
会
・
青
瓢
会

・
瓢
箪
の
絵
な
ど
が
描

か
れ
た
、
箕
瀬
の
「
青

瓢
会
」
関
係
の
も
の
１７

点
。
�
連
合
句
会
な
ど

「
連
合
」
の
名
が
つ
い

た
も
の
１４
点
、で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
連
合
句

会
資
料
の
中
に
「
尚
茶

園
玉
齊
」と
い
う
人
が
、

句
会
で
二
等
に
な
っ
た

証
書
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
玉
齊
に
注
目
し
て

他
の
資
料
を
見
る
と
、

多
く
に
こ
の
玉
齊
名
が

あ
っ
た
。
同
資
料
の

元
々
の
所
有
者
は
こ
の

玉
齊
で
あ
る
と
推
察
が

で
き
、
こ
の
資
料
を

「
玉
齊
俳
句
資
料
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

大
正
期
の
下
伊
那
俳

句
界
の
状
況
に
つ
い
て

知
る
に
は
、
昭
和
２
年

刊
の
小
林
郊
人
編
『
伊

那
の
俳
人
』
が
拠
り
所

と
な
る
。
同
書
で
玉
齊

を
調
べ
る
と
「
現
代
俳

人
」
欄
に
紹
介
が
あ
っ

た
。
本
名
、鈴
木
博
三
。

箕
瀬
町
、
明
治
１７
年
１

月
生
ま
れ
。
茶
舗
。
祖

父
尚
茶
園
巴
丈
に
つ
い

て
俳
句
を
学
び
、
無
事

庵
陽
齋
の
門
に
入
る
。

南
柯
雑
誌
に
よ
り
独

学
。
大
正
１２
年
３
月
花

之
本
聴
秋
よ
り
立
机
。

鴨
東
新
誌
に
関
係
、
と

あ
り
、
宗
匠
格
の
人
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
俳
句
も
１０
句
掲
載

さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
同
書
に
は
大

正
末
期
の
俳
句
会
名

と
、
そ
の
幹
部
名
が
あ

り
、伊
賀
良
俳
友
会
は
、

大
正
八
年
頃
結
成
、
幹

部
は
佐
藤
里
松
、
仲
田

文
月
、
伊
藤
覺
笑
、
三

石
雅
月
等
。青
瓢
会
は
、

大
正
十
一
年
一
月
復

活
、
多
田
渓
舟
、
鈴
木

玉
齊
等
、
と
あ
り
、
こ

こ
に
は
玉
齊
の
名
が
あ

っ
た
。
文
中
に「
復
活
」

と
あ
っ
た
が
、
前
の
活

動
に
つ
い
て
の
記
述
は

見
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
連
合
会
に

つ
い
て
は
同
書
に
記
述

は
無
く
、
直
接
、
玉
齊

俳
句
資
料
に
あ
た
り
、

宗
匠
名
や
句
会
参
加
者

か
ら
、
伊
賀
良
俳
友
会

や
青
瓢
社
な
ど
が
、
連

合
し
て
行
っ
た
句
会
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
た
。

以
上
の
様
に
、『
伊
那

の
俳
人
』
に
は
大
正
期

の
旧
派
俳
句
会
は
、
簡

単
に
触
れ
ら
れ
て
い
る

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
同
書
に
文
を
寄
せ

た
山
田
居
麓
、
小
林
郊

人
と
い
っ
た
人
た
ち

が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
新
派
に
属
す
る
人

で
、
旧
派
の
扱
い
が
軽

く
な
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
以
上
か
ら
、
こ

の
玉
齊
俳
句
資
料
は
旧

派
の
実
態
を
伝
え
る
生

の
資
料
と
し
て
貴
重
な

も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

俳
句
資
料
な
の
で
、

ま
ず
は
、
俳
句
に
注
目

し
た
い
。
玉
齊
が
伊
賀

良
俳
友
会
句
会
で
一
等

に
な
っ
た
と
き
の
作
品

を
一
句
紹
介
す
る
と
、

「
大
楠
の
香
や
梅
雨
晴

れ
の
神
の
庭
」
高
得
点

を
得
た
句
で
あ
る
が
、

「
大
楠
」
と
「
神
の
庭
」

で
は
、
素
直
す
ぎ
る

し
、
古
臭
い
感
じ
が
す

る
。
旧
派
が
大
事
に
し

て
い
た
語
句
・
題
材
な

の
だ
ろ
う
か
。
大
正
期

に
な
っ
て
も
、
宗
匠
が

引
き
継
い
で
い
る
伝
統

や
価
値
観
が
、
作
品
や

句
会
で
の
選
句
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
が
、
現
時

点
で
は
、
は
っ
き
り
し

た
こ
と
は
言
え
な
い
。

玉
齊
俳
句
資
料
に
は
膨

大
な
俳
句
が
有
る
の

で
、
だ
ん
だ
ん
に
作
品

分
析
が
行
え
た
ら
と
思

う
。次

回
は
、
旧
派
の
句

会
の
行
わ
れ
方
を
見
な

が
ら
、
旧
派
参
加
者
の

思
い
に
迫
り
た
い
。
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寄贈された玉齊俳句資料
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